


令和４年度外国語科教育に関する研究 

【実践授業Ⅱ 第６学年】 
 

１ 単元名 「Unit 5 We all live on the Earth.」（東京書籍 NEW HORIZON Elementary English Course 6） 

 

２ 単元の目標 

    世界の生き物のつながりを友達に伝えるために、生き物の生態や食物連鎖などについて、調べたこ

とや自分の考えを話すことができる。 

 

３ 単元の言語材料 

・Where do (sea turtles) live?    ・(Sea turtles) live in (the sea). 

・What do (sea turtles) eat? ・(Sea turtles) eat (jellyfish). 

・海の生き物 (whale, shark, dolphin, sea turtle, fish, squid, jellyfish, shrimp)など 

・自然 (desert, forest, island, lake, mountain, pond, river, savanna, sea, wetlands, flower, tree)など 

・動物 (bear, polar bear, elephant, tiger, lion, zebra, gorilla, monkey, horse, camel, cow, sheep, pig, panda, koala, 

penguin, dog, cat, rabbit, mouse, snake, frog, bird, eagle )など 

・虫 (ant, butterfly, grasshopper, spider)など 

 

４ 関係する領域別目標 

※本単元における「聞くこと」及び「読むこと」、「書くこと」については目標に向けて指導は行うが、

本単元内で記録に残す評価は行わない。 

 

５ 新滋賀県モデル「CAN-DO リスト」とのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話すこと[発表] ウ 

 身近で簡単な事柄について、伝えようとする内容を整理した上で、自分の考えや気持ちなど 

を、簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことができるようにする。 

話すこと[発表] レベル② 

 前もって準備した既習の内容であれば、日常生活に関する身近で簡単な事柄について、基本

的な表現を用いて話すことができる。 



６ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

話
す
こ
と[

発
表] 

＜知識＞ 

・Where do ~ live? ~ live in …. 

  What do ~ eat?  ~ eat ….など

の表現について理解している。 

 

＜技能＞ 

・Where do ~ live? ~ live in …. 

  What do ~ eat?  ~ eat ….など

の表現を用いて、生き物の生態

や食物連鎖などについて、調べ

たことや自分の考えを話す技能

を身に付けている。 

・生き物のつながりを伝えるた

めに、生き物の生態や食物連

鎖などについて、調べたこと

や自分の考えを、簡単な語句

や基本的な表現を用いて話

すことができる。 

 

・生き物のつながりを伝える

ために、生き物の生態や食

物連鎖などについて、調べ

たことや自分の考えを簡単

な語句や基本的な表現を用

いて話そうとしている。 

 

 

７ 「話すこと[発表]」に焦点をおいた単元の指導と評価の計画（全９時間） 

時 目標◆・活動〇 

評  価 

知技 

思
判
表 

態
度 

評価規準＜評価方法＞ 

１ 

◆単元の中心となる言語活動について知り、生き物の暮らしについてのやり取りを聞いておおよその内
容を理解する。 
◯Greeting 
◯MLGs（Mather Lake Goals）の映像を見て、自然
に対する興味を高める。 

◯理科「生き物のくらしと環境」で学習した生き物
と環境とのかかわりや食物連鎖について想起す
る。 

◯「フードチェインクイズ」のスライドを見て、「食
べる」「食べられる」の関係について考え、食物
連鎖について関心をもつ。 

◯ルーブリックで、単元の目標を確認する。 

◯単元の中心となる言語活動について、ALTがモデ
ルを示す。 

※モデル動画は、１人１台端末に保存されている
ことを伝える。 

◯児童は、ALT の発表から気付いたことや分かっ
たことを発表する。 

 (例)イルカのことについて話している。など 
◯学習する必要がある言葉について考える。 
 生き物の名前／住んでいる場所／食べるもの 

など 
◯Starting Out：No.1～４の音声を聞き、話し合う。 
◯第３時に調べたい生き物について考えておくよ
うに伝える。 

◯Word Link(PD p.13) :「海の生き物」「自然」の単
語を ALT について復唱する。 

◯「新滋賀県モデル『CAN-DO リスト』」に照らし
合わせて「話すこと[発表]」のレベル②につなが
ることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

本時では、記録に残す評価は行わないが、

目標に向けて指導を行う。児童の学習状況

を記録に残さない活動や時間においても、

教師が児童の学習状況を確認する。 

 食物連鎖について考え、「6 年○組フードチ
ェインデジタル図鑑」を作って紹介しよう。 



◯Sounds and Letters 
◯Reflection 

２ 

◆生き物がどこで暮らし、何を食べているのかについてたずね合う。 

◯Greeting 
◯Today’s Goal 
◯Let’s Sing(p.43) : We all live together. 
◯Let’s Chant(p.43)：Sea turtles, sea turtles, 

where do you live ? 
◯Word Link(PD p.12):「動物」「虫」の単語を復唱
する。 

◯Small Talk：What animals do you like？／I like～. 
 
◯Let’s Listen①：音声を聞き、何の動物の鳴き声
か考える。 

◯Let’s Listen②：音声を聞き、４つのそれぞれの
地域にどんな生き物たちが暮らしているのか、
また、それが何を食べているのかについて分か
ったことを書く。 

◯Let’s Try②：生き物たちがどこに暮らしている
のか、また、何を食べているのかについて、ペア
でたずね合う。 

※「in the lake」も取り入れ、５つの地域にする。 
※黒板に５つの地域に住んでいる生き物と食べ物 
を示しておく。 

 
 
 
 
 
 
 

◯Sounds and Letters 
◯Reflection 
 

    

３ 

     ◆生き物の生態や食物連鎖を伝えるための表現を考える。英語と日本語の語順について考える。 

◯Greeting 
◯Today’s Goal 
◯Let’s Sing(p.43) : We all live together. 
◯Let’s Chant(p.43)：Sea turtles, sea turtles, 

where do you live ? 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

本時では、記録に残す評価は行わないが、

目標に向けて指導を行う。児童の学習状況

を記録に残さない活動や時間においても、

教師が児童の学習状況を確認する。 

単元の中心となる言語活動（例） 

ALT：Hello, everyone. 
JTE：Hello. 
ALT：This is a dolphin. 
ALT：I like dolphins. 
ALT：Where do dolphins live?  
JTE： …Sea? 
ALT：Dolphins live in the sea. 
ALT：What do dolphins eat ? 
JTE： …I don’t know. 
ALT：Dolphins eat fish. 

Big fish eat small fish. 
      Small fish eat plankton. 

I want to keep the beautiful sea. 
Thank you for listening. 

JTE：Thank you. 
 
※ALTは発表者として話す。JTEは発表に対してリアクショ

ンをする。 

A：Where do lions live? 

B：Lions live in the savanna. 

A：What do lions eat? 

B：Lions eat zebras. 



◯Word Link(PD p.12)：１人１台端末にALTが録音 
したスライドを使って、単
語練習をする。 

◯Let’s Listen③：音声を聞いて、当てはまる絵の
順に番号を書く。 

◯Let’s Listen③のウミガメの話から、生き物を守
るために取り組みたいことや気を付けたいこと
を発表する。発表したことを英語で表現するに
は、どのような表現が使えるかを話し合う。 

※板書を写真に残すなどして、話し合った表現を 
児童が振り返ることができるようにする。 

 
 
 
 
 

◯Activity：フードチェインのスライドを作るため
に、端末を用いて理科で学習した食物連鎖につ
いて学習を振り返ったり、興味のある生き物の
ことを端末や資料で調べたりする。 

※生き物について調べたり英語表現を考えたりす
る中で英語の語順について考え、気が付いたこ
とを発表する。ことば探検 (p.48)の絵と文も場
合によって参考にする。 

 
 
 
 

 [例]英語では、前の語と後ろの語が逆になると意
味が逆になる。など 

◯Sounds and Letters 
◯Reflection 
 

 

 

 

 

４ 

◆生き物の生態や食物連鎖について調べ、デジタル図鑑の写真を集めたり、英語表現を考えたりする。 

◯Greeting 
◯Today’s Goal 
◯Let’s Sing(p.43) : We all live together. 
◯Let’s Chant(p.43)：Sea turtles, sea turtles, 

where do you live ? 
◯Word Link(PD p.12,13):デジタル教科書を見て
「動物」「海の生き物」「虫」「自然」の単語を声
に出して読み、読める単語に○印をつける。その
後音声を確認して練習をする。 

※単語練習については、児童が学習方法を選択で
きるようにする。 

◯Activity：生き物の生態や食物連鎖について資料
を読んだり、1人 1台端末を活用したりして調べ
る。発表のためのスライドを作る。食物連鎖だけ
ではなく、自分の考えを伝えるための英語表現
を考える。 

※指導者は単元の中心となる言語活動のモデル動
画を必要に応じて確認するよう伝える。第３時
で共有した表現についても振り返って考えるよ
う伝える。 

 ※児童の様子を見て、中間交流を行う。 
◯Sounds and Letters 
◯Reflection 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時では、記録に残す評価は行わないが、

目標に向けて指導を行う。児童の学習状況

を記録に残さない活動や時間においても、

教師が児童の学習状況を確認する。 

(例) I want to use ~. 
I want to keep~. 
I can ~. 

Bugs eat plants. 
Plants eat bugs. 

本時では、記録に残す評価は行わないが、

目標に向けて指導を行う。児童の学習状況

を記録に残さない活動や時間においても、

教師が児童の学習状況を確認する。 



５ 
 ◆生き物のつながりを紹介するための発表内容を考え、発表の様子を 1 人１台端末で録画する。 

◯Greeting 
◯Today’s Goal 
◯Let’s Sing(p.43) : We all live together. 
◯Let’s Chant(p.43)：Sea turtles, sea turtles, 

where do you live ? 
◯Word Link(PD p.12,13):デジタル教科書を使って
前時に読めなかった単語を中心に練習する。 

※練習方法を自分で考え、ALTの録画を利用して
もよい。 

◯Activity：前時で考えた発表内容をもとに、発表
の練習をする。 

◯グループで互いの発表の様子を録画する。録画
した動画を自分で確認したり、グループ内で相
互評価をしたりする。 

◯生き物のつながりを伝えるために、次時の自分
の課題を見つける。 

※必要に応じてゴールとなる言語活動のモデルを
活用する。 

◯Sounds and Letters 
◯Reflection 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 
 ◆生き物のつながりを紹介するために、よりよい発表に向けて自分の課題に取り組む。 

◯Greeting 
◯Today’s Goal 
◯Let’s Sing(p.43) : We all live together. 
◯Let’s Chant(p.43)：Sea turtles, sea turtles, 

where do you live ? 
 
◯Word Link(PD p.12,13):ALTの録画したスライド
やデジタル教科書を使って読めない単語を中心
に練習する。 

◯発表をよりよいものにするために、どのような
点について改善するとよいと思うか、全体で交
流する。必要に応じて、録画されている ALT の
モデル動画を活用する。 

◯前時に録画した発表の様子から、自分の課題を
確認する。また、グループの友達と相互評価をす
ることで改善の新たな視点を得る。 

◯Activity：自分の発表の様子を録画して自分自身
で振り返ったり、友達に聞いてもらったりして
よりよい発表になるように考えて取り組む。 

◯さらに調べたいことがある場合は、１人１台端
末や資料を活用して調べる。スライドを修正し
ながら、自分の課題に向けて取り組む。 

◯児童の活動の様子を見て、必要に応じて全体交
流の場を設ける。 

◯本時の最後の発表の姿を 1 人１台端末で録画し
ておく。 

◯Sounds and Letters 
◯Reflection 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 

 

 

７ ◆デジタル図鑑となるスライドを使って、生き物のつながりを発表することができる。 

◯Greeting 
◯Today’s Goal 
◯1 人 1 台端末に保存した動画を活用して、前時の
発表の様子を想起し練習する。 

※個人で練習しても、ペアで練習してもよいこと
とする。 

    

[「話すこと[発表]」の記録に残す評価] 

 

◎生き物のつながりを伝えるために、

調べたことを整理して話している。

〈行動観察〉 

 

・食物連鎖について話している様子を

見取る。また端末を用いて記録に残

し評価に生かす。 

[「話すこと[発表]」の記録に残す評価] 

 

◎生き物のつながりを伝えるために、

友達からのアドバイスや端末の記

録を活用して、生き物の生態や食物

連鎖について考えて話している。

〈行動観察〉 

 

◎生き物のつながりを伝えるために、

生き物の生態や食物連鎖について

自分の考えを含めて話そうとして

いる。〈行動観察〉 

・食物連鎖について話している様子を

見取る。また端末を用いて記録に残

し評価に生かす。 



※困ったことがある場合は、全体交流の中で話し
合う。 

◯単元の中心となる言語活動を行う。 
◯１人１台端末上でまとめたスライドを使って、
食物連鎖について発表する。練習は自席で行い、
デジタル図鑑として提出する動画については、
スペシャルブースにて録画する。 

※スペシャルブースでの録画の方法について確認
する。うまくいかなかったときは、練習して撮り
直してよいことを伝える。 

◯第５時・第６時の動画と見比べて自分ができる
ようになったことや、頑張ったことなどをシー
トに書く。 

◯フォルダに提出できたら「６年○組デジタル図
鑑」がよりよいものになるように、友達に助言な
どを行う。 

◯Sounds and Letters 
◯Reflection 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

◆「6 年○組フードチェインデジタル図鑑」を視聴し、生き物の生態や食物連鎖について考える。 

◯Greeting 
◯Today’s Goal 
◯Let’s Sing(p.43) : We all live together. 
◯Let’s Chant(p.43)：Sea turtles, sea turtles, 

where do you live ? 
◯デジタル図鑑の中から、自分が興味をもった発
表を視聴する。 

※新しい発見があった発表や生き物についてより
詳しく知ることができた発表を意識して聞く。
最後に振り返りを書く。 

◯単元の目標が達成できたか振り返る。 

◯Sounds and Letters 
◯Reflection 
 

    

９ 

◆環境について考え、世界と日本についての理解を深める。 

◯Greeting 
◯Today’s Goal 
◯Let’s Sing(p.43) : We all live together. 
◯Let’s Chant(p.43)：Sea turtles, sea turtles, 

where do you live ? 
 
◯Small Talk：What can penguins do well ? 
◯Over the Horizon(pp.48-49)：世界遺産について
の映像を視聴し、世界と日本の文化について考
える。 

◯単元全体を振り返り、「新滋賀県モデル『CAN-
DOリスト』」と照らし合わせてできるようにな
ったことを確認する。 

◯Reflection 
 

    

 

本時では、記録に残す評価は行わないが、

目標に向けて指導を行う。児童の学習状況

を記録に残さない活動や時間においても、

教師が児童の学習状況を確認する。 

[「話すこと[発表]」の記録に残す評価] 

 

◎生き物のつながりを伝えるために、

生き物の生態や食物連鎖について

調べたことや自分の考えを話して

いる。〈行動観察〉 

 

・食物連鎖について調べたことを整理

した上で自分の考えを含めて話し

ている様子を見取る。また、端末を

用いて記録に残し、パフォーマンス

評価に生かす。 

 食物連鎖について考え、「6 年○組フードチ
ェインデジタル図鑑」を作って紹介しよう。 

本時では、記録に残す評価は行わないが、

目標に向けて指導を行う。児童の学習状況

を記録に残さない活動や時間においても、

教師が児童の学習状況を確認する。 
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